
「貴重な文化財を火災から守ろう！」

北斗市教育広報

№7272

R6．1．26　有川大神宮にて北斗消防署による放水訓練

　～昭和24年１月26日、現存する世界最古の木造建築物である法隆寺の金堂が
炎上し、内部の壁画が焼損したことを受け、同日が「文化財防火デー」として
制定されました。～

～第70回文化財防火デー～
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【
調
査
項
目
】

Ⅰ　

児
童
生
徒
に
対
す
る
調
査

①
実
技
に
関
す
る
調
査

小
学
生
は
、
握
力
、
上
体
起
こ
し
、
長
座
体

前
屈
、
反
復
横
と
び
、
20
㍍
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
、

50
㍍
走
、
立
ち
幅
と
び
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

の
８
種
目
で
実
技
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
中
学

生
は
、
握
力
、
上
体
起
こ
し
、
長
座
体
前
屈
、

反
復
横
と
び
、
持
久
走
（
男
子
１
５
０
０
㍍
、

女
子
１
０
０
０
㍍
）
又
は
20
㍍
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
、

50
㍍
走
、
立
ち
幅
と
び
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ

の
８
種
目
で
実
技
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

②
質
問
紙
調
査

運
動
習
慣
、
生
活
習
慣
な
ど
。

Ⅱ　

学
校
に
対
す
る
質
問
紙
調
査

　

児
童
生
徒
の
体
力
・
運
動
能
力
向
上
に
係
る

学
校
の
取
組
な
ど
。

【
体
力
合
計
点
】
（
グ
ラ
フ
①
・
②
）

　

体
力
合
計
点
は
、
実
技
調
査
項
目
に
お
け
る

得
点
の
合
計
で
す
。
小
学
５
年
生
の
男
子
と
女

子
は
、
と
も
に
全
国
・
全
道
平
均
を
上
回
り
ま

し
た
。　

　

中
学
２
年
生
の
男
子
と
女
子
は
、
と
も
に
全

道
平
均
を
上
回
り
ま
し
た
が
、
全
国
平
均
を
下

回
り
ま
し
た
。

【
小
学
校
】

○
実
技
調
査
の
結
果
（
グ
ラ
フ
③
・
④
）

小
学
５
年
生
男
子
は
、
握
力
・
上
体
起
こ

し
・
長
座
体
前
屈
・
反
復
横
と
び
・
立
ち
幅
と

び
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
の
６
種
目
で
全
国
平

均
を
上
回
り
ま
し
た
。
小
学
５
年
生
女
子
も
、

握
力
・
上
体
起
こ
し
・
長
座
体
前
屈
・
反
復
横

と
び
・
立
ち
幅
と
び
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
の

６
種
目
で
全
国
平
均
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
学
５
年
生
の
男
子
と
女
子
は
、
と

も
に
20
㍍
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
・
50
㍍
走
で
全
国
平

均
を
下
回
り
ま
し
た
。

○
児
童
質
問
紙
か
ら
（
グ
ラ
フ
⑤･

⑥
）

「
体
育
の
授
業
は
楽
し
い
」
と
回
答
し
た
児

童
の
割
合
は
、
男
女
と
も
に
全
国
・
全
道
を
下

回
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
体
育
の
授
業
以
外
の
１
週
間
の
総

運
動
時
間
が
４
２
０
分
以
上
」
（
１
日
あ
た
り

１
時
間
以
上
）
と
回
答
し
た
児
童
の
割
合
は
、

男
女
と
も
に
全
国
・
全
道
を
上
回
り
ま
し
た
。

　令和５年度　北斗市立小・中学校
全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果をお知らせします

　この調査は、全国の児童生徒の体力・運動能力や運動習慣・生活習慣等の状況を把握・分析し、児童
生徒の体力向上を図ることを目的として、小学校５年生と中学校２年生を対象に実施しています。
　北斗市では、小学校５年生男子181名、女子193名、中学校２年生男子170名、女子160名を対象
に調査を行いました。
　なお、本調査の結果については、体力・運動能力要素の一部を示しているものとご理解ください。

北斗市教育委員会

小学校男子 全国を５０としたときの得点小学校女子 全国を５０としたときの得点

北斗市 北海道 全国 北斗市 北海道 全国

④ ③

小学校５年生の体力合計点①

中学校２年生の体力合計点②
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【
中
学
校
】

○
実
技
調
査
の
結
果
（
グ
ラ
フ
⑦
・
⑧
）

中
学
２
年
生
男
子
は
、
握
力
・
上
体
起
こ

し
・
立
ち
幅
と
び
・
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ
の
４

種
目
で
全
国
平
均
を
上
回
り
ま
し
た
。
中
学
２

年
生
女
子
は
、
握
力
・
上
体
起
こ
し
の
２
種
目

で
全
国
平
均
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
学
２
年
生
の
男
女
と
も
に
、
50
㍍

走
で
、
全
国
・
全
道
平
均
を
下
回
り
ま
し
た
。

○
生
徒
質
問
紙
か
ら
（
グ
ラ
フ
⑤
・
⑥
）

「
体
育
の
授
業
は
楽
し
い
」
と
回
答
し
た
生

徒
の
割
合
は
、
男
女
と
も
に
全
国
・
全
道
を
上

回
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
体
育
の
授
業
以
外
の
総
運
動
時
間

が
４
２
０
分
以
上
」
（
１
日
あ
た
り
１
時
間
以

上
）
と
回
答
し
た
生
徒
の
割
合
は
、
男
女
と
も

に
全
国
・
全
道
を
下
回
り
ま
し
た
。

【
学
校
質
問
紙
】
（
グ
ラ
フ
⑨
）

　

「
健
康
の
三
原
則
（
運
動
、
食
事
・
栄
養
、

休
養
・
睡
眠
）
の
大
切
さ
を
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
計
画
的
に
伝
え
て
い
る
」
と
回
答
し
た
学
校

の
割
合
は
、
小
学
校
も
中
学
校
も
全
国･

全
道

を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。

【
学
校
の
体
力
・
運
動
能
力
向
上
策
】

○
児
童
生
徒
が
自
己
の
体
力
の
状
況
を
把
握
し
、

目
標
を
も
っ
て
体
力
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ

う
、
市
内
小･

中
学
校
の
全
て
の
学
校
の
全
学

年
で
新
体
力
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
体
育
の
授
業
で
、
授
業
の
始
め
に
目
標
を
示

し
、
話
し
合
い
や
助
け
合
う
活
動
を
行
っ
た
り
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
、
学
習
内
容
を

振
り
返
る
活
動
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

○
調
査
結
果
か
ら
課
題
と
な
っ
た
実
技
種
目
を

体
育
の
授
業
の
準
備
運
動
（
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
な

わ
と
び
・
サ
ー
キ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
）

や
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

○
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ（
モ
ル
ッ
ク
な
ど
）や
リ
ズ

ム
ダ
ン
ス
な
ど
、
友
達
同
士
で
運
動
す
る
楽
し

さ
を
味
わ
わ
せ
る
と
と
も
に
、
体
力
向
上
に
つ

な
げ
る
た
め
に
、
校
内
の
体
育
的
行
事
の
内
容

を
工
夫
し
た
り
、ラ
ジ
オ
体
操
コ
ン
ク
ー
ル
、ス

ポ
ー
ツ
の
集
い
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
駅
伝
大
会
、

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
、
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
な
ど
の
市
の
行
事
へ
参
加
を
促
し
て
い
ま
す
。

○
児
童
生
徒
の
健
康
増
進
や
望
ま
し
い
生
活
習

慣
・
食
習
慣
を
目
指
し
て
、
家
庭
・
地
域
と
連
携

し
な
が
ら
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
飯
」
運
動
や

ノ
ー
ゲ
ー
ム
デ
ー
、
メ
デ
ィ
ア
の
使
用
制
限
週

間
、
徒
歩
通
学
の
推
奨
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
お
知
ら
せ
】

　

北
斗
市
内
小
・
中
学
校
の
調
査
結
果
の
状
況

や
体
力
・
運
動
能
力
の
向
上
策
に
つ
い
て
は
、

北
海
道
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

さ
れ
て
お
り
ま
す
。（

教
育
委
員
会　

指
導
室
）

授業以外の１週間の
総運動時間420分以上の割合（％）

体育の授業は楽しい（％）⑥ ⑤

中学校男子　全国を５０としたときの得点

北斗市 北海道 全国

⑦中学校女子　全国を５０としたときの得点

北斗市 北海道 全国

⑧

健康の三原則（運動、食事、休養）の大切さ
　　をさまざまな場面で計画的に伝えている（％）　

⑨
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グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
走
り
に
行
く
児
童
が
日
に
日
に

増
え
、
積
極
的
に
運
動
に
取
り
組
む
姿
が
多
く

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

な
わ
と
び
月
間
で
は
、
な
わ
と
び
大
会
に
向

け
て
さ
ま
ざ
ま
な
跳
び
方
で
何
回
跳
べ
た
か
を

記
録
す
る
個
人
種
目
と
、
ク
ラ
ス
を
２
グ
ル
ー

プ
に
分
け
て
行
う
大
繩
跳
び
の
団
体
種
目
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

マ
ラ
ソ
ン
月
間
と
違
い
、
自
分
と
の
闘
い
だ

け
で
は
な
く
、
ク
ラ
ス
対
抗
の
活
動
も
あ
る
た

め
、
周
り
を
気
遣
っ
た
り
、
鼓
舞
し
た
り
す
る

姿
に
そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
を
感
じ
ま
し
た
。

本
校
で
は
、
苦
手
意
識
を
持
っ
た
児
童
で
も

段
階
を
踏
ん
で
上
達
で
き
る
よ
う
に
、
そ
し
て
、

児
童
が
楽
し
く
体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
た
体
育
の

授
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

低
学
年
の
マ
ッ
ト
遊
び
や
跳
び
箱
遊
び
は
、

配
置
や
場
の
設
定
を
工
夫
し
た
「
忍
者
の
修

行
」
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
「
投
げ
る

力
」
を
つ
け
る
た
め
に
は
、
体
育
館
の
壁
に
貼

り
付
け
た
フ
ラ
フ
ー
プ
を
的
に
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

ま
た
、
マ
ラ
ソ
ン
月
間
の
体
育
の
授
業
で
は
、

コ
ー
ス
に
ハ
イ
タ
ッ
チ
区
間
を
設
け
て
、
走
る

こ
と
が
苦
手
な
児
童
も
笑
顔
で
走
れ
る
よ
う
な

場
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

指
導
の
中
で
、
自
然
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
場

面
が
多
く
あ
る
こ
と
も
、
全
校
の
体
力
向
上
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

（
久
根
別
小
学
校

教
諭

生
田

遼
河
）

久
根
別
小
学
校
で
は
、
毎
年
体
力
向
上
に
向

け
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特

に
、
マ
ラ
ソ
ン
月
間
・
な
わ
と
び
月
間
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
た
体
育
の
授

業
な
ど
、
児
童
が
楽
し
く
運
動
で
き
る
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
の
体
力
テ
ス
ト
は
、
全
国
平
均
を
大

き
く
上
回
る
結
果
と
な
り
、
楽
し
く
運
動
で
き

る
環
境
づ
く
り
が
、
児
童
一
人
一
人
の
体
力
向

上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
自
ら
進
ん
で
運
動

す
る
姿
は
身
の
回
り
だ
け
で
は
な
く
、
学
校
全

体
の
良
い
雰
囲
気
作
り
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。マ

ラ
ソ
ン
月
間
で
は
、
１
周
４
０
０
㍍
の

コ
ー
ス
を
期
間
内
に
ど
れ
だ
け
走
る
こ
と
が
で

き
た
か
を
記
録
す
る
こ
と
で
、
友
達
や
前
回
の

自
分
の
記
録
を
超
え
よ
う
と
、
切
磋
琢
磨
す
る

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

記
録
に
応
じ
た
賞
状
を
目
指
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

授
業
の
時
間
だ
け
で
は
な
く
、
休
み
時
間
も

～マラソン月間（１年生）～

～なわとび大会（３年生）～

～場を工夫した忍者（跳び箱）遊び（２年生）～～体づくり運動「投げる」（５年生）～
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１
学
期
に
は
リ
ー
ダ
ー
研
修
を
行
い
、
各
学

級
の
委
員
長
、
副
委
員
長
が
中
心
と
な
っ
て
、

各
学
級
の
い
じ
め
撲
滅
宣
言
を
決
定
し
、
校
内

に
掲
示
し
ま
し
た
。

　

２
学
期
に
は
縦
割
り
で
の
話
し
合
い
活
動
が

行
わ
れ
、
各
学
級
の
い
じ
め
撲
滅
宣
言
や
意
見

の
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
研
修

を
受
け
た
各
学
級
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
自
分
た

ち
の
力
で
司
会
進
行
、
サ
ポ
ー
タ
ー
役
を
務
め
、

と
て
も
良
い
雰
囲
気
の
中
で
話
し
合
い
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

３
学
期
に
は
１
年
間
の
取
組
の
ま
と
め
と
し

て
、
道
徳
の
授
業
を
通
し
て
さ
ら
に
い
じ
め
撲

滅
に
つ
い
て
深
く
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

先
日
行
わ
れ
た
北
斗
市
功
労
者
表
彰
で
、
上

磯
中
学
校
か
ら
も
国
や
、
道
か
ら
表
彰
を
受
け

た
生
徒
、
各
種
競
技
や
大
会
で
優
秀
な
成
績
を

収
め
た
生
徒
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
緊
張
し
た
面
持
ち
で
盾
や
ト

ロ
フ
ィ
ー
を
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

部
活
動
や
好
き
な
こ
と
に
熱
中
し
、
努
力
を

重
ね
る
上
中
生
、
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
分

野
で
活
躍
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

（
上
磯
中
学
校　

教
諭　

吉
澤　

優
子
）

　

上
磯
中
学
校
で
は
、
い
じ
め
を
な
く
す
取
組

と
し
て
、
生
徒
会
書
記
局
を
中
心
に
「
絆
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
ま
で
は
、
学
校
祭
の
ス
テ
ー
ジ
発
表

の
中
で
、
実
行
委
員
が
劇
を
通
じ
て
い
じ
め
撲

滅
を
訴
え
る
活
動
が
中
心
で
し
た
が
、
今
年
度

か
ら
は
、
１
年
間
を
通
じ
て
取
り
組
む
活
動
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

取
組
は
、
年
度
初
め
に
生
徒
会
書
記
局
か
ら

全
校
放
送
で
「
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
始
動
」
を

宣
言
す
る
と
と
も
に
、
生
徒
指
導
担
当
か
ら
こ

の
活
動
の
意
義
に
つ
い
て
説
明
を
行
う
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
生
徒
は
、
こ
の
「
絆
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
各
学
級
に
お

い
て
年
間
を
通
じ
て
取
り
組
む
内
容
に
つ
い
て

話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
始
動
を
受
け
て
、

全
校
生
徒
に
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
募
集
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
無
関
係　

そ
れ
は

単
な
る　

逃
げ
文
句
」
で
す
。

　

ま
た
、
全
校
生
徒
で
絆
づ
く
り
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
考
え
、
各
学
級
で
交
流
し
、
各
学
級
か
ら
出

さ
れ
た
案
を
も
と
に
し
て
上
磯
中
学
校
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
考
え
、
絆
づ
く
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン

ク
ー
ル
に
応
募
す
る
取
組
も
行
い
ま
し
た
。

上
磯
中
学
校

絆プロジェクト話し合いの様子

各学級のいじめ撲滅宣言

○
第
59
回
北
海
道
管
楽
器
個
人
コ
ン
テ
ス

ト
中
学
生
の
部　

金
賞　

藤
澤
拓
杜
さ
ん

○
第
25
回
北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技
選

手
権
大
会
兼
第
54
回
Ｕ
16
陸
上
競
技
大
会

北
海
道
予
選
会
男
子
Ｕ
16　

１
１
０
ｍ
Ｈ

　

全
道
優
勝　

中
谷
瑠
壱
さ
ん

○
２
０
２
３
北
海
道
中
学
軟
式
野
球
Ｕ
14

フ
レ
ッ
シ
ュ
ゲ
ー
ム
ズ
兼
く
ま
の
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
タ
第
１
回
中
学
軟
式

W
inter C

up

北
海
道
予
選
全
道
優
勝　

奈
良
拓
海
さ
ん
、
小
野
蓮
大
さ
ん
、
木
村

凰
惺
さ
ん
、
本
保
陽
仁
さ
ん
、
安
宅
晴
豊

さ
ん

○
第
29
回
日
本
管
楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト
中

学
校
Ｂ
部
門　

優
秀
賞　

吹
奏
楽
部
の
皆

さ
ん

○
第
76
回
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国

大
会
中
学
校
・
高
等
学
校
部
門　

中
学
校

部
門
混
声
合
唱
の
部　

銀
賞　

合
唱
部
の

皆
さ
ん

○
第
43
回
全
道
中
学
校
英
語
暗
唱
大
会

全
道
１
位　
　

籾
山
り
み
さ
ん

表彰式の様子表彰式の様子

北海道英語暗唱大会北海道英語暗唱大会
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北
斗
高
等
支
援
学
校
は
、
上
磯
高
等
学
校
と

校
舎
を
共
に
す
る
特
別
支
援
学
校
で
す
。
普
通

高
校
と
特
別
支
援
学
校
が
同
じ
校
舎
で
学
ぶ
環

境
の
利
点
を
生
か
し
、
年
間
を
通
し
て
幾
つ
か

の
交
流
と
共
同
学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

毎
年
４
月
、
新
入
生
を
歓
迎
す
る
と
と
も
に
、

高
校
生
活
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
両
校
生
徒

会
役
員
が
企
画
し
、
対
面
式
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

真
新
し
い
制
服
に
身
を
包
ん
だ
新
入
生
が
入

場
し
た
後
、
両
校
の
校
歌
が
紹
介
さ
れ
、
生
徒

会
制
作
の
「
学
校
生
活
紹
介
ム
ー
ビ
ー
」
が
上

映
さ
れ
ま
す
。
緊
張
す
る
新
入
生
を
和
ま
せ
よ

う
と
奮
闘
す
る
両
校
生
徒
会
役
員
の
姿
が
頼
も

し
く
感
じ
ら
れ
る
、
春
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

毎
年
７
月
、
両
校
合
同
で
実
施
す
る
学
校
祭

は
「
清
渓
祭
」
と
い
う
名
称
で
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。
２
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
、
初
日
の
前

半
は
、
生
徒
会
企
画
の
ク
イ
ズ
大
会
等
を
楽
し

み
ま
す
。
令
和
５
年
度
は
、
北
斗
高
等
支
援
学

校
の
生
徒
が
優
勝
す
る
な
ど
し
て
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
こ
の
日
の
た
め
に
、
両
校
生

徒
会
役
員
が
話
し
合
い
を
重
ね
な
が
ら
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
み
ん
な
が
楽
し
む
こ
と
の
で

き
る
内
容
を
企
画
す
る
中
で
、
互
い
の
学
校
の

生
徒
を
理
解
し
合
う
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

初
日
の
後
半
は
、
各
学
年
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
が

行
わ
れ
、
両
校
生
徒
の
持
ち
味
が
発
揮
さ
れ
た

出
し
物
に
、
互
い
に
大
き
な
拍
手
を
送
り
合
い

ま
す
。

　

一
般
公
開
さ
れ
る
２
日
目
は
、
学
科
や
学
年

で
企
画
し
た
模
擬
店
や
作
品
展
示
な
ど
が
行
わ

れ
ま
す
。
北
斗
高
等
支
援
学
校
の
生
徒
は
、
環

境
・
流
通
サ
ポ
ー
ト
科
と
福
祉
サ
ー
ビ
ス
科
に

分
か
れ
、
実
習
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
企
業

や
事
業
所
の
物
品
販
売
を
行
い
ま
す
。
上
磯
高

校
の
生
徒
・
教
職
員
を
は
じ
め
、
地
域
の
方
々

に
も
来
校
い
た
だ
く
な
ど
、
多
く
の
人
と
触
れ

合
う
貴
重
な
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

北
斗
高
等
支
援
学
校

学
び
舎
を
共
有
す
る
利
点
を
生
か
し
て

学
び
舎
を
共
有
す
る
利
点
を
生
か
し
て

学
び
舎
を
共
有
す
る
利
点
を
生
か
し
て
　

昨
年
度
か
ら
、
北
斗
高
等
支
援
学
校
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
科
の
実
習
を
上
磯
高
校
の
生
徒
が
見

学
・
体
験
す
る
交
流
学
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。

上
磯
高
校
の
選
択
教
科
の
中
に
、
「
福
祉
」
に

関
す
る
科
目
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
が
き
っ
か

け
で
始
ま
っ
た
取
組
で
す
。
令
和
５
年
度
は
、

１
・
２
年
生
を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

１
年
生
を
対
象
に
行
っ
た
の
は
、
福
祉
実
習

の
見
学
と
体
験
で
す
。
見
学
で
は
、
地
域
の
企

業
や
公
共
施
設
で
行
う
デ
ュ
ア
ル
実
習
の
様
子

を
参
観
し
、
体
験
で
は
、
介
護
に
関
す
る
実
技

を
行
い
ま
し
た
。
実
技
体
験
で
は
、
普
段
行
っ

て
い
る
福
祉
実
習
の
様
子
を
紹
介
し
た
後
、
上

磯
高
校
の
生
徒
た
ち
に
包
布
交
換
と
シ
ー
ツ
交

換
の
体
験
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
北
斗
高
等

支
援
学
校
の
生
徒
た
ち
は
、
わ
か
り
や
す
い
よ

う
に
伝
え
よ
う
と
、
実
演
を
交
え
な
が
ら
上
磯

高
校
の
生
徒
た
ち
の
体
験
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

２
年
生
を
対
象
に
行
っ
た
の
は
、
実
際
の
高

齢
者
施
設
で
行
う
実
技
体
験
で
す
。
１
年
生
時

の
交
流
学
習
で
、
「
福
祉
」
に
興
味
を
持
っ
た

上
磯
高
校
の
生
徒
が
、
北
斗
高
等
支
援
学
校
の

実
習
現
場
に
同
行
し
、
体
験
す
る
取
組
で
す
。

１
年
生
で
体
験
し
た
包
布
交
換
の
技
術
を
生
か

し
、
北
斗
市
に
あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に

お
い
て
、
入
所
者
の
布
団
カ
バ
ー
の
交
換
を
、

両
校
生
徒
で
息
を
合
わ
せ
な
が
ら
協
力
し
て
行

い
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
は
、
北

斗
と
上
磯
の
両
校
２
年

生
の
生
徒
が
一
緒
に

テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
を
行
う

合
同
体
育
を
実
施
し
ま

し
た
。
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル

は
、
年
齢
や
体
力
に
か

か
わ
ら
ず
誰
も
が
楽
し

め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

で
、
両
校
の
体
育
で
学

習
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
北
斗
・
上
磯
混

合
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
交
流
を
兼
ね
て
練
習
と

試
合
を
行
い
ま
し
た
。
互
い
の
プ
レ
ー
を
た
た

え
合
う
交
流
ム
ー
ド
が
漂
う
中
、
珍
プ
レ
ー
・

好
プ
レ
ー
が
飛
び
出
し
、
両
校
生
徒
と
も
に
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

（
北
斗
高
等
支
援
学
校

教
諭　

釘
田　

芳
紀
）

対
面
式
（
生
徒
会
企
画
）

清
渓
祭
（
生
徒
会
＆
学
科
・
学
年
企
画
）

福
祉
実
習
（
見
学
と
体
験
に
よ
る
交
流
学
習
）

合
同
体
育
（
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
）

ティーボールを楽しむ生徒たちティーボールを楽しむ生徒たち

高齢者施設での包布交換高齢者施設での包布交換

校内でのシーツ交換校内でのシーツ交換

清渓祭清渓祭
～物品販売～～物品販売～
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「
目
は
口
ほ
ど
に
も
の
を
言
う
」
「
百
聞
は

一
見
に
し
か
ず
」
「
目
は
心
の
鏡
」
な
ど
、
目

を
使
っ
た
こ
と
わ
ざ
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
わ
ざ
に
あ
る
目
。
み
な
さ
ん
は

ど
の
よ
う
な
目
を
想
像
し
ま
す
か
？

　

北
斗
市
学
校
保
健
会
が
毎
年
作
成
し
て
い
る

『
令
和
４
年
度　

北
斗
市
児
童
生
徒
の
健
康
第

17
号
』
に
よ
る
と
、
視
力
が
１
・
０
未
満
の
割

合
が
小
学
校
で
54
・
５
％
、
中
学
校
に
な
る
と

73
・
９
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

小
学
生
の
２
人
に
１
人
、
中
学
校
で
は
４
人
に

３
人
が
視
力
１
・
０
未
満
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
だ
け
で
も
大
変
な
こ
と
だ
と
思
う

の
で
す
が
、
全
国
と
比
較
す
る
と
も
っ
と
深
刻

な
状
況
だ
と
い
う
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま

す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
て
学
習
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
増
え
て
い
る
教
育
環
境
の
中
で
、
目

の
負
担
を
い
か
に
減
ら
し
な
が
ら
活
用
し
て
い

く
か
が
重
要
と
な
り
、
そ
の
た
め
に
は
生
活
習

慣
の
配
慮
が
必
要
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

　

児
童
生
徒
の
目
を
守
る
た
め
に
、
学
校
で
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
家
庭
で
も
次
の
点
に
気
を

付
け
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

鬼
の
目
に
も
涙
で
大
目
に
見

て
い
る
と
、
後
で
大
目
玉
を
食

う
こ
と
に
。
目
に
入
れ
て
も
痛

く
な
い
く
ら
い
か
わ
い
い
目
を
し
た
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
、
抜
け
目
な
く
、
目
く
じ
ら
を
立

て
な
が
ら
守
っ
て
あ
げ
る
の
も
一
目
置
か
れ
る

大
人
の
在
り
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
北
斗
市
学
校
保
健
会　

　
　
　

萩
野
小
学
校　

教
頭　

長
島　

幹
伸
）

　

２
０
２
０
年
代
を
通
じ
て
実
現
を
目
指
す
学

校
教
育
を
「
令
和
の
日
本
型
教
育
」
と
し
、

「
す
べ
て
の
子
供
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す
、

個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
」
と
し
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効
果
的
な
活

用
と
き
め
細
や
か
な
指
導
体
制
で
、
「
個
別
最

適
な
学
び
」
と
、
「
協
働
的
な
学
び
」
を
一
体

的
に
充
実
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

北
斗
市
で
は
、
急
激
に
変
化
す
る
社
会
で
活

躍
で
き
る
よ
う
、
全
小
中
学
校
と
教
育
委
員
会

が
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
教
育
活
動
の
充
実
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
校
長
会
と
教
頭
会

が
中
心
と
な
り
、「
北
斗
市
学
力
等
向
上
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
組
織
し
、
「
北
斗
市
学
力
等
向
上

研
修
会
」
を
年
２
回
実
施
。
ま
た
、
授
業
改
善

の
方
向
性
を
探
る
べ
く
、
先
進
校
へ
の
視
察
研

修
も
２
回
実
施
し
、
教
職
員
へ
の
情
報
提
供
や

共
通
理
解
の
取
組
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
で
は
、
自
分
が
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
場
面
や
状
況
に
あ
っ
て
も
、

課
題
を
発
見
し
、
周
り
の
人
と
協
働
し
な
が
ら

解
決
に
向
け
て
判
断
、
そ
し
て
考
え
を
表
現
し

て
い
く
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
は
、
決
め
ら
れ
た
教
室
で
、
黒
板
と

チ
ョ
ー
ク
、
ノ
ー
ト
と
鉛
筆
で
、「
一
律
の
目

標
と
内
容
」「
一
律
の
ペ
ー
ス
で
一
斉
に
」
、

そ
し
て
「
受
動
的
に
」
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
場
所
や
学
年
、
時
間
の
制
約

を
受
け
ず
、
一
人
一
台
端
末
と
目
の
前
に
あ
る

教
材
を
組
み
合
わ
せ
、
「
一
人
一
人
違
う
目
標

と
課
題
選
択
」
「
多
様
な
内
容
を
自
分
の
ぺ
ー

ス
で
」
「
個
別
・
協
働
的
に
」
「
主
体
的
に
」

学
ぶ
こ
と
が
主
流
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
北
斗
市
の
研
修
活
動
で
学
ん
だ
こ
と

を
実
際
の
授
業
で
実
践
し
て
み
よ
う
と
、
多
く

の
先
生
が
「
新
し
い
授
業
ス
タ
イ
ル
」
に
挑
戦

し
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
皆
さ
ま
の
中
に
は
、

授
業
参
観
の
時
に
使
う
教
材
や
教
具
、
授
業
の

進
め
方
、
子
供
た
ち
の
様
子
等
、
「
昔
と
ず
い

ぶ
ん
変
わ
っ
た
。
」
と
感
じ
た
方
も
多
い
は
ず

で
す
。
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
子
供
た
ち
の
自

ら
学
ぶ
姿
が
、
将
来
大
人
に
な
っ
て
就
職
し
た

後
も
、
主
体
性
を
発
揮
し
て
働
き
、
人
生
を
切

り
拓
く
力
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
「
す
べ
て
の
子
供
た
ち
の
可
能
性
を

引
き
出
す
、
個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学

び
」
の
下
、
子
供
た
ち
に
寄
り
添
い
、
学
び
の

す
そ
野
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
「
オ
ー
ル
北
斗
」

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
北
斗
市
教
頭
会　

石
別
中
学
校

教
頭　

岩
本　

宜
之
）

　

小
中
学
校
の
い
ず
れ

も
過
去
最
多
と
な
り
、

毎
年
の
よ
う
に
増
加
傾

向
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

視
力
１
・
０
未
満
の
児

童
が
全
国
よ
り
10
％
以

上
も
上
回
っ
て
い
る
北

斗
市
の
現
状
を
考
え
る

と
喫
緊
の
課
題
と
言
え

ま
す
。

小学校 中学校
全　国 37. 8 61. 2
北斗市 54. 5 73. 9

差 ▲ 16. 7 ▲ 12. 7

【視力1. 0未満の児童の割合】
（文部科学省　令和４年度学校保健統計調査より）

〜
学
び
の
す
そ
野
を
広
げ
て
〜

〜
学
び
の
す
そ
野
を
広
げ
て
〜

〜
学
び
の
す
そ
野
を
広
げ
て
〜

〜
学
び
の
す
そ
野
を
広
げ
て
〜

〜
学
び
の
す
そ
野
を
広
げ
て
〜

授
業
観
の
転
換
！

授
業
観
の
転
換
！

授
業
観
の
転
換
！

授
業
観
の
転
換
！

授
業
観
の
転
換
！



（7）

　

春
で
す
。
い
つ
も
の
よ
う
に
や
っ
て
く
る
春

で
す
が
、
今
年
は
４
年
ぶ
り
の
制
限
の
な
い
４

月
で
す
の
で
何
か
生
ま
れ
変
わ
っ
た
新
し
い
季

節
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

一
方
、
災
害
や
紛
争
は
続
い
て
い
ま
す
が
、

つ
ら
い
時
や
悲
し
い
時
で
も
何
か
の
形
で
図
書

館
が
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で

す
。

　

春
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
【
Ｍ
Ｏ
Ｅ
絵
本
屋
さ
ん
大
賞
２
０
２
３
】

今
年
も
絵
本
専
門
店
や
書
店
の
絵
本
担
当
者

に
選
ば
れ
た
新
刊
絵
本
約
30
冊
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
話
題
の
絵
本
、
期
待
の
新
人
が
描
い
た
絵

本
を
手
に
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

の
お
す
す
め
本
】

日
頃
、
図
書
館
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

動
し
て
い
る
中
高
生
た
ち
が
「
お
気
に
入
り
の

本
」
を
紹
介
し
ま
す
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
視
点
で
選
ん
だ
本
や
本
人
手

作
り
の
ポ
ッ
プ
に
も
、
ご
注
目
く
だ
さ
い
！

★
特
設
コ
ー
ナ
ー
が
増
え
ま
し
た
！

図
書
館
で
は
多
く
の
資
料
を
、
よ
り
た
く
さ

ん
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
職
員
一

同
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
な
が
ら
展
示
の
テ
ー
マ

を
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
季
節
に
沿
っ
た

テ
ー
マ
に
加
え
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
選
書

し
た
展
示
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫

を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
図
書
館
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

図
書
館
で
は
、
こ
ど
も
の
読
書
週
間
に
合
わ

せ
て
、
「
図
書
館
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

会
場
は
、
北
斗
市
公
民
館
で
す
。

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、

ク
イ
ズ
、
ア
ニ
メ
の
上
映
会
、
お
す
す
め
の
絵

本
や
し
か
け
絵
本
の
展
示
、
来
場
者
プ
レ
ゼ
ン

ト
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
皆
さ
ま
の
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

参
加
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
の
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。
詳
し
い
申
込
方
法
は
裏
表
紙
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
日
時
：
４
月
27
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

●
会
場
：
北
斗
市
公
民
館　

講
堂

（
北
斗
市
立
図
書
館　

司
書　

荒
竹　

規
子
）

　

第
18
回
北
斗
市
民
文
化
祭
は
、
令
和
５
年
10

月
28
日
（
土
）
、
29
日
（
日
）
の
２
日
間
で
、

か
な
で
〜
る
、
公
民
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
２
日
間
の
来
場
者
数
は
、
か
な
で
〜
る

会
場
は
６
３
３
名
、
公
民
館
会
場
は
３
４
０
名

で
し
た
。

　

今
回
は
両
会
場
で
作
品
展
示
を
行
い
、
市
内

で
活
動
す
る
文
化
団
体

や
市
内
の
幼
稚
園
、
保

育
園
、
小
中
学
校
、
介

護
施
設
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
の
も
と
、
た
く
さ

ん
の
作
品
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
。
陶
芸
や
絵
画
、

川
柳
や
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
な
ど
、
丹

精
を
込
め
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
多
彩
な
作
品
が

展
示
さ
れ
、
来
場
者
の
皆
さ
ま
は
興
味
深
く
見

学
し
て
い
ま
し
た
。

　

29
日
（
日
）
は
、
か
な
で
〜
る
会
場
で
舞
台

発
表
が
行
わ
れ
、
参
加
団
体
は
例
年
よ
り
多
い

17
団
体
と
な
り
ま
し
た
。

　

文
化
団
体
協
議
会
の
加
盟
団
体
で
は
、
民
謡
、

舞
踊
、
バ
ン
ド
、
フ
ラ
メ
ン
コ
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

コ
ー
ラ
ス
、
ズ
ン
バ
、
吹
奏
楽
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
が
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
た

内
容
の
濃
い
発
表
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
参
加
展
示
団
体
数
の
減
少
に
よ
る

会
場
の
縮
小
な
ど
も
あ
り
、
大
き
な
盛
り
上
が

り
を
見
せ
た
と
は
言
え
な
い
結
果
に
な
り
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
開
設
し
て
い
た
食
堂

ブ
ー
ス
の
復
活
や
、
一
般
団
体
の
参
加
も
あ
り
、

昨
年
度
よ
り
も
来
場
者
は
増
加
し
ま
し
た
。

　

北
斗
市
文
化
団
体
協
議

会
は
、
こ
れ
か
ら
も
市
内

の
文
化
活
動
を
盛
り
上
げ

る
べ
く
、
北
斗
の
杜も

り

コ
ン

サ
ー
ト
や
市
民
文
化
祭
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
、
皆
さ

ま
が
足
を
運
び
た
く
な
る

よ
う
な
よ
り
良
い
も
の
に

し
て
い
く
た
め
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

北
斗
市
文
化
団
体
協
議
会
は
、
上
磯
町
文
化

団
体
連
絡
協
議
会
と
大
野
町
文
化
団
体
連
絡
協

議
会
が
平
成
18
年
に
合
併
し
て
設
立
し
、
北
斗

市
民
文
化
祭
、
北
斗
の
杜
コ
ン
サ
ー
ト
を
は
じ

め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
文
化
事
業
を
主
催

し
、
加
盟
す
る
文
化
団
体
に
発
表
の
場
を
提
供

す
る
と
と
も
に
そ
の
活
動
を
支
援
し
、
地
域
に

根
ざ
し
た
芸
術
文
化
の
振
興
発
展
を
目
的
と
し

て
い
る
団
体
で
す
。

　

現
在
は
、
35
団
体
（
旧
上
磯
町
20
団
体
、
旧

大
野
町
15
団
体
）
が
加
盟
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
興
味
が
あ
る
方
は
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
北
斗
市
文
化
団
体
協
議
会

事
務
局
長　

小
野　

育
子
）

第第第第第第第第第第第第第第第第
111

祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭
化
祭
化化化化化化化化化
文
化化化
文
化化
文文文文文文文文文文文文文文文文
民
文文文文
民民民民民民民民
市市市市市市市市市市
斗斗斗斗斗斗斗斗斗斗斗斗斗斗斗斗斗斗斗斗
北北北北北北北北北北北北北北北北北北
回
北
回回回回

第第
1818
回
北
斗
市
民
文
化
祭

回
北
斗
市
民
文
化
祭

第
18
回
北
斗
市
民
文
化
祭

４
月
の
特
設
コ
ー
ナ
ー（
本
館
）

４
月
の
特
設
コ
ー
ナ
ー（
本
館
）

４
月
の
特
設
コ
ー
ナ
ー（
本
館
）

第
６
回「
図
書
館
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
す

第
６
回「
図
書
館
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
す

第
６
回「
図
書
館
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
す

楽しい紙芝居♪楽しい紙芝居♪

加
盟
団
体
・
団
員
募
集

加
盟
団
体
・
団
員
募
集

つくしの会（書道）つくしの会（書道）

ズンバサークルZtyズンバサークルZty

クイズコーナーもあるよ！クイズコーナーもあるよ！
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２
月
４
日
（
日
）
、
北
斗
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
）
の
主
催
に
よ
り
、
運
動
公
園
自

由
広
場
に
て
「
第
９
回
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
冬
の
大
運
動
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
の
夏
は
、
全
国
各
地
で
記
録
的

猛
暑
と
な
り
、
世
界
各
地
で
も
異
常
気
象
が
目

立
っ
た
年
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
北
斗
市

の
冬
で
も
例
年
よ
り
気
温
の
高
い
日
が
続
き
、

降
雪
量
も
少
な
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

会
場
の
積
雪
も
心
配
で
し
た
が
、
数
日
前
の

降
雪
に
よ
り
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
も
整
い
、
無
事

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
日
は
、

約
80
名
の
参
加
者
が
雪
中
で
の
競
技
を
楽
し
み

ま
し
た
。

当
日
は
、
氷
点
下
と
は
い
え
、
垣
間
見
え
る

青
空
の
下
、
午
前
10
時
か
ら
開
会
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
体
操
で
身
体
を
ほ
ぐ
し
た
後

は
、
全
７
種
目
の
競
技
を
行
い
ま
し
た
。

１
種
目
目
の
「
ス
ノ
ー
フ
ラ
ッ
グ
」
で
は
、

幼
児
の
部
10
㍍
、
小
学
生
の
部
15
㍍
、
一
般
の

部
20
㍍
地
点
に
設
置
し
た
旗
を
取
り
合
い
ま
し

た
。
真
剣
勝
負
の
中
に
も
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

競
技
と
な
り
ま
し
た
。

２
種
目
目

は
、
一
般
の

部
に
よ
る

「
ひ
っ
ぱ
り

相
撲
」
、
３

種
目
目
は
小

学
生
の
部
に

よ
る
「
手
押

し
相
撲
」
を

行
い
、
大
人

も
子
ど
も
も
巧
み
な
駆
け
引
き
に
よ
り
、
息
を

呑
む
好
ゲ
ー
ム
が
続
出
し
ま
し
た
。

４
種
目
目
は
、
椅
子
の
代
わ
り
に
設
置
さ
れ

た
ビ
ー
ト
板
に
座
る
「
椅
子
取
り
ゲ
ー
ム
」
を

幼
児
の
部
と
小
学
生
の
部
に
分
け
て
行
い
ま
し

た
。
音
楽
に
耳
を
澄
ま
せ
る
子
ど
も
た
ち
の
表

情
は
真
剣
そ
の
も
の
で
し
た
。

５
種
目
目
は
、
参
加
者
全
員
を
２
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
け
て
「
雪
中
綱
引
き
」
を
行
い
ま
し

た
。
昨
年
は
、
延
長
戦
に
突
入
し
、
会
場
を
大

い
に
盛
り
上
が
ら
せ
た
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

今
回
は
、
勝
敗
を
決
め
ず
に
綱
引
き
を
２
回

楽
し
く
行
う
と
い
う
ル
ー
ル
に
変
更
し
、
大
人

と
子
ど
も
が
力
を
合
わ
せ
て
一
生
懸
命
に
綱
を

引
く
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

６
種
目
目
は
、
市
ふ
る
さ
と
か
る
た
を
利
用

し
た
「
ラ
ッ
キ
ー
か
る
た
」
を
、
幼
児
の
部
と

小
学
生
の
部
に
分
け
て
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
、

ぶ
つ
か
り
合
う
危
険
を
回
避
す
る
た
め
、
好
き

な
か
る
た
を
先
に
選
び
、
読
み
手
が
選
ん
だ
か

る
た
を
読
み
上
げ
た
ら
勝
ち
と
い
う
ル
ー
ル
に

し
ま
し
た
。

７
種
目
目
は
、
障
害
物
競
争
や
運
命
走
を
融

合
さ
せ
た
「
ド
キ
ド
キ
！
リ
レ
ー
」
を
全
員
参

加
で
行
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
身
体
を
動
か
し
、

走
り
切
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
逞
し
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

閉
会
式
で
は
、
景
品
を
獲
得
し
た
子
ど
も
や

大
人
に
温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
、
和
や
か
な
雰

囲
気
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち

に
は
参
加
賞
と
し
て
「
ヒ
ッ
プ
そ
り
」
が
配
ら

れ
、
寒
さ
に
負
け
ず
屋
外
で
元
気
に
遊
ん
で
欲

し
い
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
で

し
た
。

今
回
も
、
素
晴
ら
し
い
天
候
の
中
で
怪
我
や

事
故
も
な
く
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
を
終

え
ら
れ
た
こ
と
を

運
営
ス
タ
ッ
フ
一

同
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
恒

例
に
な
っ
た
豚
汁

の
提
供
は
、
冷
え

切
っ
た
体
に
染
み
渡
り
、
大
好
評
で
し
た
。

・
ア
ダ
プ
テ
ッ
ド
ス
ポ
ー
ツ
と
は
？

ア
ダ
プ
テ
ッ
ド
ス
ポ
ー
ツ
と
は
、
一
人
一

人
の
発
達
状
況
や
身
体
の
状
態
に
「
適
応

（adapt

）
さ
せ
た
」
ス
ポ
ー
ツ
の
こ
と
で
す
。

障
が
い
者
や
高
齢
者
な
ど
も
参
加
で
き
る
よ

う
に
既
存
の
ス
ポ
ー
ツ
を
修
正
し
た
も
の
、
新

た
に
創
っ
た
も
の
を
指
し
ま
す
。
ル
ー
ル
や
道

具
を
工
夫
し
て
誰
も
が
平
等
に
プ
レ
ー
で
き
る

よ
う
に
し
た
ス
ポ
ー
ツ
全
般
を
指
し
ま
す
。

・
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
と
の
違
い

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
の
こ
と
を
指
し
、
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー
、
ゴ
ー
ル

ボ
ー
ル
な
ど
、
ル
ー
ル
な
ど
が
確
立
さ
れ
て
い

る
ス
ポ
ー
ツ
種
目
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

ア
ダ
プ
テ
ッ
ド
ス
ポ
ー
ツ
と
は
、
特
定
の
種

目
を
指
す
の
で
は
な
く
、
身
体
の
状
態
や
年
齢

な
ど
、
『
ス
ポ
ー
ツ
を
そ
れ
ぞ
れ
の
人
に
合
わ

せ
る
』
と
い
う
考
え
方
で
、
で
き
な
い
こ
と
を

考
え
る
の
で
は
な
く
、
『
ど
う
す
れ
ば
で
き
る

の
か
を
考
え
る
こ
と
』
が
大
切
で
す
。

ア
ダ
プ
テ
ッ
ド
ス
ポ
ー
ツ
の
導
入
に
よ
り
、

多
様
な
人
々
が
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

の
造
成
も
今
後
の
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
北
斗
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

中
島

僚
太
）

第
９
回
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

冬
の
大
運
動
会

◎
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
様
子

◎
誰
で
も
参
加
で
き
る
事
業
を
目
指
し
て

旗を目掛けて一直線！

ノ

ー

ス

◎
開
催
！
冬
の
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
！

子どもに負けない真剣勝負
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前
回
お
話
し
た
と
お
り
、
箱
館
戦
争
は
「
蝦

夷
地
へ
の
移
住
・
開
拓
」
と
い
う
朝
廷
へ
の
嘆

願
を
求
め
る
旧
幕
府
軍
使
者
に
対
す
る
箱
館

府
・
新
政
府
側
諸
藩
隊
に
よ
る
夜
襲
（
峠
下
の

戦
い
）
に
よ
り
勃
発
し
、
や
む
な
く
交
戦
状
態

に
陥
っ
た
旧
幕
府
軍
は
、
統
率
ま
ま
な
ら
な
い

新
政
府
側
諸
藩
隊
を
一
ノ
渡
村
〜
大
野
村
村
境

で
鎧

が
い
し
ゅ
う
い
っ
し
ょ
く

袖
一
触
に
撃
破
し
ま
す
。
こ
れ
が
、
箱
館

戦
争
に
お
け
る
最
初
の
大
規
模
戦
闘
で
あ
る
大

野
口
の
戦
い
（
通
称
：
意お

冨お

比ひ

神
社
の
戦
い
）

で
し
た
。

　

大
野
口
の
戦
い
と
同
日
の
明
治
元
（
１
８
６

８
）
年
10
月
24
日
、
二
方
面
進
撃
の
一
方
と
し

て
七な

な

重え

村
（
※
１
）
方
面
へ
兵
を
進
め
た
人ひ

と

見み

勝か
つ

太た

郎ろ
う

・
佐さ

久く

間ま

悌て
い

二じ

ら
の
率
い
る
部
隊
約

２
５
０
名
が
同
村
と
大
川
村
と
の
村
界
で
箱
館

府
兵
・
大
野
藩
・
松
前
藩
・
弘
前
藩
・
福
山
藩

か
ら
な
る
総
勢
約
５
０
０
名
の
兵
と
交
戦
。
大

野
よ
り
向
か
っ
た
伝
習
隊
の
援
兵
も
受
け
同
日

中
に
撃
破
し
（
七な

な

重え

口ぐ
ち

の
戦
い
）
、
25
日
に
は

大
野
口
・
七
重
口
の
両
方
面
軍
に
加
え
鷲
ノ
木

に
残
し
て
い
た
松ま

つ

岡お
か

四し

郎ろ
う

次じ

郎ろ
う

率
い
る
一い

ち

聯れ
ん

隊た
い

ら
約
２
０
０
名
も
七
重
に
合
流
し
、
新
政
府
側

本
拠
で
あ
る
五
稜
郭
進
撃
の
準
備
を
整
え
ま
す
。

　

同
じ
頃
、
函
館
平
野
側
に
進
ん
だ
大
鳥
ら
と

別
方
向
、
海
岸
沿
い
に
部
隊
を
進
め
て
い
た
土ひ

じ

方か
た

歳と
し

三ぞ
う

ら
も
川か

っ

汲く
み

峠
に
陣
し
た
新
政
府
部
隊
を

退
け
、
峠
を
抜
き
上
湯
の
川
に
陣
を
敷
き
ま
す
。

こ
の
連
戦
連
敗
の
状
況
を
受
け
、
箱
館
府
知

事
・
清し

水み
ず

谷た
に

公き
ん

考な
る

は
箱
館
府
兵
と
、
こ
の
時
同

城
に
退
避
し
て
い
た
福
山
藩
・
松
前
藩
兵
と
と

も
に
24
日
に
五
稜
郭
を
退
去
し
箱
館
港
よ
り
青

森
へ
脱
出
。
そ
の
他
の
藩
の
士
卒
も
こ
れ
に

従
っ
て
25
〜
27
日
に
か
け
て
青
森
へ
脱
出
。　

以
降
、
新
政
府
は
公
考
を
総
督
と
す
る
「
新
政

府
軍
」
を
再
編
成
す
べ
く
全
国
か
ら
青
森
に
精

鋭
を
集
結
さ
せ
、
翌
年
の
反
攻
の
た
め
の
準
備

を
着
々
と
整
え
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

※
１　

現
在
の
七
飯
町
役
場
周
辺
。
明
治
12
年

に
飯
田
村
と
合
併
し
「
七
重
」
「
飯
田
」
両
村

か
ら
一
字
ず
つ
と
り
「
七
飯
」
と
な
り
ま
し
た
。

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

　

こ
う
し
て
10
月
26
日
、
旧
幕
府
軍
の
士
卒
は

空
城
と
な
っ
た
五
稜
郭
に
入
城
し
ま
す
（
※

２
）
。
な
お
、
こ
の
と
き
五
稜
郭
そ
ば
に
建
て

ら
れ
て
い
た
役
宅
に
は
10
数
名
の
新
政
府
側
負

傷
者
が
の
こ
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
旧
幕
府
軍

は
彼
ら
を
函
館
病
院
（
１
８
６
０
年
に
創
立
さ

れ
た
北
海
道
初
の
病
院
）
へ
と
移
し
、
治
療
・

回
復
の
後
は
青
森
へ
と
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

※
２　

当
時
の
五
稜
郭
は
防
衛
の
た
め
の
装
備

も
設
備
も
不
十
分
な
い
ち
政
庁
府
に
過
ぎ
ま
せ

ん
で
し
た
。
大お
お

鳥と
り

圭け
い

介す
け

は
入
城
時
に
当
時
の
状

況
を
「
五
稜
郭
の
築
造
未
だ
全
備
せ
ず
、
有
事

の
際
に
は
防ぼ

う

禦ぎ
ょ

の
用
に
供
し
が
た
き
」
と
評
し
、

翌
年
３
月
ま
で
の
間
に
莫
大
な
労
力
を
費
や
し

て
防
衛
設
備
の
増
築
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

　

成
り
行
き
上
こ
う
し
て
函
館
平
野
部
の
制
圧

に
至
っ
た
も
の
の
、
あ
く
ま
で
榎え

の

本も
と

武た
け

揚あ
き

ら
旧

幕
府
軍
の
目
的
は
（
天
皇
親
政
に
よ
る
）
朝
廷

公
認
の
元
で
の
蝦
夷
地
移
住
・
開
拓
で
あ
っ
た

こ
と
は
第
10
回
・
11
回
で
お
話
し
た
と
お
り
で

す
。
そ
の
た
め
松
前
藩
と
も
積
極
的
に
敵
対
す

る
意
思
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
先
の
戦
中

に
降
伏
し
た
松
前
藩
士
・
桜さ

く
ら
い
じ
ょ
さ
ぶ
ろ
う

井
恕
三
郎
に
「
行

き
が
か
り
上
戦
闘
に
陥お

ち
いっ

た
も
の
の
貴
藩
に
殊こ

と

更さ
ら

に
恨う

ら

み
は
な
く
、
こ
の
上
は
力
を
合
わ
せ
て

蝦
夷
地
開
拓
を
行
い
た
く
願
う
」
旨
の
書
状
を

託
し
松
前
へ
使
者
と
し
て
帰
し
ま
す
。
し
か
し
、

松
前
藩
は
こ
れ
を
拒
絶
す
る
の
み
な
ら
ず
、
あ

ま
つ
さ
え
桜
井
を
処
刑
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
う
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
現
状
の
憂
い
を
断

つ
た
め
に
は
兵
を
動
か
す
ほ
か
な
く
、
10
月
27

日
に
土
方
歳
三
を
司
令
官
と
し
、
彰し
ょ
う
ぎ義

隊
・
陸

軍
隊
・
額
兵
隊
・
衝
し
ょ
う
ほ
う鋒
隊
か
ら
な
る
部
隊
約

８
０
０
人
が
海
岸
沿
い
に
松
前
方
面
へ
と
進

撃
。
海
軍
の
援
護
と
併
せ
、
知
内
村
・
一
ノ
渡

（
現
・
福
島
町
千
軒
）
・
福
島
・
吉
岡
と
松
前

藩
の
抵
抗
を
退
け
、
11
月
５
日
に
は
松
前
藩
の

旧
本
拠
・
松
前
城
（
※
３
）
を
攻
撃
し
ま
す
。

こ
の
時
、
守
備
兵
は
１
０
０
名
弱
で
し
た
。

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

（
※
３
）
こ
の
頃
松
前
藩
は
新
築
間
も
な
い
厚

沢
部
の
館た

て
じ
ょ
う城に

本
拠
を
移
し
て
お
り
、
藩
主
・

徳の
り
ひ
ろ広

は
緒
戦
が
始
ま
っ
た
10
月
28
日
に
は
す
で

に
新
城
へ
と
逃
れ
て
い
ま
し
た
。

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

　

松
前
藩
は
、
こ
の
箱
館
戦
争
開
戦
直
前
の
８

月
に
派
閥
争
い
を
起
因
と
す
る
ク
ー
デ
タ
ー
が

勃
発
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
実
権
を
握
っ
た

メ
ン
バ
ー
が
拠
っ
た
の
は
当
時
戦
闘
の
前
提
・

常
識
で
も
あ
っ
た
洋
式
軍
制
で
は
な
く
、
旧
来

の
和
式
武
術
を
主
と
す
る
メ
ン
バ
ー
で
し
た

（
こ
の
た
め
か
、
大
政
奉
還
後
に
も
か
か
わ
ら

ず
剣
術
・
槍
術
な
ど
の
使
い
手
か
ら
な
る
鎗そ

う

劔け
ん

隊た
い

を
新
た
に
編
成
し
藩
兵
の
主
力
に
据
え
た
り
、

洋
式
軍
制
に
係
る
藩
校
の
廃
校
や
知
洋
派
に
与

す
る
人
材
の
粛
清
を
行
っ
た
り
、
松
前
周
辺
の

海
防
を
担
っ
た
沿
岸
砲
台
の
大
部
分
を
廃
止
す

る
な
ど
、
時
代
に
逆
行
し
た
施
策
が
彼
ら
の

ク
ー
デ
タ
ー
後
に
多
く
目
立
ち
ま
す
）
。

こ
う
し
た
藩
状
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
洋
式

軍
制
に
則
っ
た
軽
装
に
洋
式
銃
と
い
っ
た
旧
幕

府
軍
・
土
方
隊
の
い
で
た
ち
に
対
し
松
前
藩
兵

第12回

　

は
る
か
む
か
し
、
旧
石
器
時
代
・
縄
文
時
代

か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、
一
万
有
余
年
の
間
こ

こ
北
斗
の
地
で
営
ま
れ
続
け
た
人
類
の
歩
み
│

当
コ
ー
ナ
ー
は
、
こ
う
し
た
北
斗
の
歴
史
に
つ

い
て
、「
遺
跡
」
に
焦
点
を
あ
て
て
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
は
第
11
回
に
引
き
続
き
、
箱
館
戦
争
に

ま
つ
わ
る
遺
跡
や
記
録
に
つ
い
て
触
れ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
大
野
口
の
戦
い
後
、

箱
館
戦
争
戊ぼ

辰し
ん

戦
線
終
結
か
ら
己き

巳し

戦
線
開
戦

前
夜
ま
で
の
お
話
、
そ
の
第
１
回
で
す
。
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は
甲か
っ
ち
ゅ
う冑に
身
を
固
め
刀
・
槍
・
薙な
ぎ

刀な
た

に
火
縄
銃

を
手
に
し
つ
つ
ほ
ら
貝
を
鳴
ら
し
な
が
ら
出
陣

し
て
い
た
…
と
い
う
話
が
当
時
を
知
る
古
老
の

座
談
会
に
記
録
と
し
て
残
っ
て
お
り
、
必
然
松

前
藩
兵
は
太
刀
打
ち
で
き
ず
敗
れ
、
城
中
・
城

外
に
火
を
放
ち
つ
つ
退
却
し
ま
す
。

　

松
前
藩
兵
を
退
け
た
土
方
隊
は
９
日
ま
で
滞

陣
し
体
制
を
整
え
ま
す
。
こ
の
最
中
の
８
日
、

松
前
藩
主
徳
広
の
逃
れ
た
館
城
の
あ
る
厚
沢
部

方
面
へ
向
け
て
、
松
岡
四
郎
次
郎
率
い
る
一
聯

隊
２
０
０
名
が
二
股
口
〜
江
差
へ
抜
け
る
間
道

を
進
撃
。
15
日
に
は
50
名
の
兵
が
守
る
館
城
を

攻
略
し
ま
す
（
こ
の
時
の
松
前
藩
軍
事
方
で

あ
っ
た
僧
・
三み

か
み
ち
ょ
う
じ
ゅ
ん

上
超
順
の
奮
戦
ぶ
り
は
敵
味
方

と
も
に
語
り
草
と
な
っ
て
い
ま
す
）
。

　

同
じ
頃
、
土
方
隊
も
江
差
へ
向
け
て
海
岸
線

沿
い
に
北
進
、
大
滝
で
の
戦
闘
を
経
て
13
日
に

は
江
差
に
到
達
す
る
見
込
み
で
し
た
…
が
、
こ

の
時
旧
幕
府
軍
を
思
わ
ぬ
悲
劇
が
襲
い
ま
す
。

陸
軍
に
よ
る
松
前
藩
制
圧
が
ほ
ぼ
落
着
し
つ

つ
あ
っ
た
11
月
11
日
、
榎
本
武
揚
は
な
ぜ
か

「
陸
軍
応
援
の
た
め
」
海
軍
戦
力
の
主
力
艦
・

開か
い

陽よ
う

で
箱
館
か
ら
出
航
、
一
路
江
差
へ
と
向
か

い
ま
す
。
当
時
冬
た
だ
な
か
の
日
本
海
は
大
い

に
荒
れ
て
お
り
、
松
前
城
攻
略
戦
に
参
加
し
た

回か
い

天て
ん

・
蟠ば
ん
り
ゅ
う竜の
２
艦
は
戦
後
の
係
留
ま
ま
な
ら

ず
箱
館
へ
と
き
び
す
を
返
し
た
程
で
し
た
。

　

開
陽
が
江
差
へ
と
到
着
し
た
12
日
も
天
候
は

大
い
に
荒
れ
て
い
ま
し
た
。
元
来
江
差
で
は
小

型
の
和
船
で
あ
れ
ば
弁
天
島
の
陰
で
風
雨
雪
を

し
の
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
大
型
船
・
開

陽
で
は
そ
れ
も
ま
ま
な
ら
ず
。
や
む
を
得
ず
外

洋
に
錨い
か
りを
２
つ
下
ろ
す
も
そ
の
甲
斐
な
く
船
は

走そ
う
び
ょ
う

錨
を
始
め
、
蒸
気
機
関
に
よ
る
操
船
脱
出
を

図
る
も
間
に
合
わ
ず
座ざ

し
ょ
う礁

、
結
果
大
破
・
沈
没

へ
と
至
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
た
（
※
５
）
。

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

（
※
５
）
な
お
、
こ
の
時
開
陽
沈
没
を
見
て
土

方
が
悔
し
が
っ
て
叩
い
た
「
歳
三
嘆な

げ

き
の
松
」

と
い
う
逸
話
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
郷
土
史

家
の
創
作
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

　

さ
ら
に
は
こ
の
開
陽
を
救
援
し
よ
う
と
回

天
・
神し

ん

速そ
く

の
２
艦
が
向
か
い
ま
す
が
こ
の
波は

涛と
う

で
は
何
も
で
き
ず
、
神
速
に
い
た
っ
て
は
波
風

に
飲
ま
れ
開
陽
に
続
き
沈
没
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

当
時
軍
艦
の
機
動
力
と
艦
砲
性
能
か
ら
な
る

制
海
権
の
奪
取
は
、
戦
局
の
鍵
を
握
る
大
き
な

存
在
で
し
た
。
こ
れ
を
不
慮
の
事
故
で
、
し
か

も
主
力
を
含
む
２
艦
を
同
時
に
失
っ
た
こ
と
は
、

翌
年
の
箱
館
戦
争
己き

巳し

戦
線
に
お
い
て
旧
幕
府

軍
に
大
き
な
影
を
落
と
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

と
も
あ
れ
、
陸
戦
に
お
い
て
は
松
前
藩
の
死

傷
者
数
83
人
（
死
42
傷
41
）
に
対
し
23
人
（
死

３
傷
20
）
と
圧
倒
し
、
11
月
19
日
に
は
徳
広
が

蝦
夷
地
を
脱
出
。
旧
幕
府
軍
は
渡
島
制
圧
を
成

し
遂
げ
ま
す
。
が
、
こ
れ
は
翌
年
へ
と
続
く

「
時
代
が
生
ま
れ
変
わ
る
た
め
の
最
後
の
戦

い
」
の
序
章
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
し
た
。

　
　
　
　

（
郷
土
資
料
館　

時
田　

太
一
郎
）

図．箱館戦争戊
ぼ

辰
しん

（明治元年戊
つちのえたつ

辰）戦線　戦線地図（時田作成）
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令和５年度教育広報編集委員会
◎発行責任者　北斗市教育委員会　教 育 長　永　田　　　裕
◎編　集　長　北斗市校長会　　　校　　長　星　　　正　樹（石別中学校）
◎編 集 委 員　北斗市教頭会　　　教　　頭　岩　本　宜　之（石別中学校）

北斗市内教職員　　養護教諭　今　　　香　織（石別小学校）
教　　諭　塚　原　智　子（市渡小学校）
教　　諭　生　田　遼　河（久根別小学校）
教　　諭　會　津　聡　子（茂辺地中学校）
教　　諭　吉　澤　優　子（上磯中学校）
教　　諭　釘　田　芳　紀（北斗高等支援学校）

北斗市学校保健会　養護教諭　大　塚　七　重（萩野小学校）
スポーツ推進委員会　委 員 長　安　達　孝　義
北斗市文化団体協議会　事務局長　小　野　育　子

◎事　務　局：北斗市教育委員会社会教育課

　１月４日発行の教育広報きらめき№71の10ページ「三木露風
とトラピスト」に誤りがありました。
　三木露風の生年月日について、「明治22年（1899年）」と掲載
しましたが、正しくは「明治22年（1889年）」となります。
　訂正するとともにお詫び申し上げます。

訂正とお詫び訂正とお詫び訂正とお詫び

年 会 費：個人会員3,000円　法人会員 １口5,000円
申込方法：総合文化センター窓口でお申し込みください。

○入会特典その１
かなで～る協会の主催・共催事業のチケット１枚につ
き１枚使える1,000円引きの割引券を１口につき２枚
発行します。
（有効期限は発行年の４月１日から翌々年の３月31日
までの２年間。1,000円以下のチケットは適用外とな
ります。）
○入会特典その２
かなで～る協会会員にチケットの先行販売を行います。

※詳細は、かなで～る協会事務局（総合文化センター
内）☎74－2000までお問合せください。

かなで～る協会の会員になりませんか？


